メビウスの帯　（2008.６.7　アップ）20200618
長方形ABCD
曲面（１）：長方形ABCDで、DとA、CとB、ベクトルDCとABを、貼り合わせたもの。

：即ち、円柱の側面。
・面上の蟻は、へりを通過しないと外面から内面へ行けない。表面と裏面がある（面２つ）。

・へりは、上と下の２つある。

曲面M：長方形ABCDを１回よじり、DとB、CとA、ベクトルDCとBAを、貼り合わせたもの。：「メビウスの帯」と言う。
・問１　曲面M（メビウス）上の１匹の蟻は、へりを通らずに両面をまわりつくせるか。

・問２　曲面M（メビウス）には、へりはいくつあるか。

曲面（３）：長方形ABCDを２回よじり、DとA、CとB、ベクトルDCとABを、貼り合わせたもの。

・問３　曲面（３）で、表と裏の区別があるか。へりは、いくつあるか。

曲面（１）をセンターラインに沿って鋏で切る。すると、２つの曲面に分かれる。

問４①　曲面M（メビウス）も、センターラインに沿って鋏で切る。このとき、２つの曲面に分かれるか、否か。

曲面M´：曲面M（メビウス）を、センターラインに沿って切ってできた曲面。
・問４②　この曲面M´は、どのような曲面か。

・注：曲面M´は、曲面（３）と本質的に同じである。[但し、公転分の違いはある。]
問４③　更に、曲面M´も、センターラインに沿って鋏で切る。どうなるか。
リンクM”：曲面M´を、センターラインに沿って切ってできた、２つの曲面の絡まり。
問５　曲面M（メビウス）を、幅を３等分する２つの線に沿って、鋏で切る。どうなるか。
